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(54)【発明の名称】 耳式体温計

(57)【要約】
【課題】  外耳道の形状はＳ字状に大きく曲がっている
ため鼓膜を耳介側から直視できる人はほとんどいないた
め、外耳道の奥からの赤外線を受光しにくい。
【解決手段】  赤外線を検出する赤外線センサ２２と、
赤外線センサ２２からの信号によって体温を測定する信
号処理手段２４と、体温を表示する表示部４とを有する
本体１と、本体１に備えた耳に挿入し人体が放射する赤
外線を前記赤外線センサに案内するプローブ２とを有
し、前記プローブ２には隆起部３を備えることにより、
耳介を後方に押しやることができ外耳道の曲がりをまっ
すぐにできるため、その結果、プローブ２の先端が鼓膜
に向き、片手だけで正確に体温を測ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  赤外線を検出する赤外線センサと、この
赤外線センサからの信号によって体温を測定する信号処
理手段と、測定後の体温を表示する表示部とを有する本
体と、耳から放射される赤外線を前記赤外線センサに導
くプローブと、前記プローブの前記本体との接合部近傍
には耳介を変形させるための隆起部を備えた耳式体温
計。
【請求項２】  隆起部の形状や大きさが異なるプローブ
を交換可能な請求項１記載の耳式体温計。
【請求項３】  右耳用と左耳用とで隆起部の位置を異な
るようにした請求項２記載の耳式体温計。
【請求項４】  隆起部は可撓性の膜材料からなる気密性
をもった袋状であって、この中に注入する空気圧により
前記隆起部の形状が変形する請求項１、２又は３記載の
耳式体温計。
【請求項５】  空気圧を一定圧力に維持するための圧力
検知部を有した請求項４記載の耳式体温計。
【請求項６】  右耳用と左耳用とで隆起部の変形方向を
可変できる機構を有した請求項３、４または５記載の耳
式体温計。
【請求項７】  右耳用か左耳用かを設定する設定部を本
体に備えた請求項３～６のいずれか１項に記載の耳式体
温計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、人体から放射され
る赤外線を検出して体温を測ることのできる耳式体温計
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、この種耳式体温計としては、例え
ば、特開平１１－１９７１１７号公報に記載されている
ようなものがある。これは図６に示すように、円錐の先
端を切り落とした断面形状が真円に近い形状のプローブ
３１で耳孔奥からの赤外線を集光部３３に導き、集光部
３３で集光した赤外線の強さを赤外線センサ３２で検知
するものである。また、３４は赤外線センサからの出力
を元に温度を算出する信号処理手段、３５は信号処理手
段３４が計算した結果の温度を表示する表示部である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来の構成では、プローブの形状は断面が円形でどの位置
の断面でも、それぞれの円の中心は同一直線上に並ぶよ
うなまっすぐな形状である。プローブを挿入する外耳道
の形状は個人によってかなり差があり、また、Ｓ字状に
大きく曲がっているため鼓膜を耳介側から直視できる人
はほとんどいない。
【０００４】図７（ａ）は耳の外観図、図７（ｂ）は図
７（ａ）のＣ－Ｃ’線位置における耳介および外耳道の
断面図である。図７において７は耳介後部、８は外耳
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道、９は耳介内部、１０は突起部、１１は外耳道開口後
部である。
【０００５】図８は従来の構成の耳色体温計のプローブ
を耳に挿入した時のプローブの外耳道への入り方を図７
（ｂ）と同じ断面図に示したものである。
【０００６】図８に示す様に突起部１０に邪魔されてプ
ローブ３１は先端部分を支点にして中央部分が後方に押
しやられ結果として外耳道の奥の方向を向くことができ
ず、前方を向いてしまっている。
【０００７】このため従来の耳式体温計では、ただプロ
ーブを外耳道に挿入するだけでは鼓膜からの赤外線を受
光することはできなかった。このため従来の耳式体温計
の取り扱い説明書には耳を引っ張って測定するようにと
いう記述が多く見られる。
【０００８】これは、耳を後方に引っ張ることによりＳ
字状の外耳道の曲がりをまっすぐにしやすくなり、プロ
ーブ先端を鼓膜に向けることができるためである。
【０００９】しかし、例えば右利きの人が体温を測定す
る場合、左手で右側の耳を引っ張りながら右手で耳式体
温計を耳に入れて測定することはかなり難しいという課
題を有していた。
【００１０】本発明は、前記従来の課題を解決するもの
で、両手を使わずに簡単に片手だけで自分の体温を測定
できる耳式体温計を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記従来の課題を解決す
るために、本発明の耳式体温計は、耳に挿入し人体が放
射する赤外線を赤外線センサに案内するプローブに耳介
を変形させるための隆起部を備えたものである。
【００１２】これによって、手で耳を引っ張った場合と
同じようにプローブ先端を鼓膜に向けることができ片手
だけで正確に体温を測ることができる耳式体温計とな
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は赤外線を
検出する赤外線センサと、赤外線センサからの信号によ
って体温を測定する信号処理手段と、体温を表示する表
示部とを有する本体と、本体に備えた耳に挿入し人体が
放射する赤外線を前記赤外線センサに案内するプローブ
とを有し、前記プローブには隆起部を備えることによ
り、耳介を後方に押しやることができ外耳道の曲がりを
まっすぐにできるため、その結果、プローブ先端が鼓膜
に向き、片手だけで正確に体温を測ることができる。
【００１４】請求項２に記載の発明は、特に、請求項１
に記載のプローブ隆起部の形状や大きさが異なる２種類
以上のプローブを交換可能とすることにより、個人ごと
に最も適したプローブを選択でき外耳道をまっすぐにし
て体温を計測することができる。
【００１５】請求項３に記載の発明は、特に、請求項１
に記載のプローブを右耳用と左耳用とで隆起部の位置が



(3) 特開２００２－１２５９４０

10

20

30

40

50

3
異なる２つ以上のプローブに分けそれぞれを交換可能と
することにより、右利きの人でも左利きの人でも容易に
自分の耳にあったプローブを選択可能となり外耳道をま
っすぐにして体温を計測することができる。
【００１６】請求項４に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の隆起部を可撓性の膜材料からなる気密性をもっ
た袋状とし中に注入する空気圧を調整することにより隆
起部形状を変形できる構成とすることにより、プローブ
挿入時は空気圧をかけないようにすれば、隆起部が外耳
道への挿入を邪魔することがなく、挿入後に空気圧で変
形することができるため弾力性のある隆起部で耳介を後
方に押しやり外耳道をまっすぐにできる。
【００１７】請求項５に記載の発明は、特に、請求項４
に記載の発明において袋状の隆起部に注入する空気圧を
一定圧力に維持するための圧力検知部を有することによ
り使用者の耳に無理な押圧力をかけることなく弾力性の
ある隆起部で耳介を後方に押しやり外耳道をまっすぐに
できる。
【００１８】請求項６に記載の発明は、請求項４から５
に記載の発明において右耳用と左耳用とで隆起部の変形
方向を可変できる機構を有したことにより、一つのプロ
ーブで右利きの人でも左利きの人でも使える隆起部を有
したプローブとなり外耳道をまっすぐにして体温を計測
することができる。
【００１９】請求項７に記載の発明は、請求項６に記載
の発明において、右耳か左耳かを設定する設定部を本体
に備えたことにより、設定部の設定値を切り替えるだけ
でプローブの隆起部の変形方向を変えることができ右利
きの人でも左利きの人でも外耳道をまっすぐにして体温
を計測することができる。
【００２０】
【実施例】以下本発明の実施例について、図面を参照し
ながら説明する。
【００２１】（実施例１）図１は、本発明の実施例１に
おける耳式体温計の構成図を示すものである。
【００２２】図１において、１は本発明の一実施例の耳
式体温計の本体であり、２は耳に挿入して耳からの赤外
線を導くためのプローブである。３はプローブ２の中央
付近から本体１との接合部付近にかけて設けられた隆起
部である。４は測定結果を表示するための液晶表示素子
などで構成された表示部である。
【００２３】図２は本発明の一実施例の耳式体温計のプ
ローブの構造図であり、図２（ａ）は図１におけるＡ－
Ａ’線位置における横断面図、図２（ｂ）は図１におけ
るＢ－Ｂ’線位置における縦断面図である。
【００２４】図２において５は耳の奥からの赤外線を導
くための筒状の開口部である。隆起部３はプローブ２の
中央付近から根本部６にかけて設けられており、この非
対称な形状を持つことにより耳介を後方に押しやること
ができる。
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【００２５】以上のように構成された耳式体温計につい
て、以下その作用を説明する。
【００２６】図３は本発明の一実施例である耳式体温計
のプローブを耳に挿入したときの動作説明図である。使
用者が本発明の体温計のプローブ先端を外耳道に入れよ
うとすると、プローブ２の隆起部３が出っ張っているた
めに自ずと耳介内部９を後方に押しやってしまう。
【００２７】しかしながら、プローブ２の隆起部３が耳
介内部９を後方に押しやろうとする反作用の力で突起部
１０はプローブ２の中央部で前方に押される。このため
プローブ２の先端は前方を向かずに外耳道の奥の方向を
向くことができる。
【００２８】以上のように、本実施例においてはプロー
ブの中央部より根本部分に隆起部を設けることにより、
耳介内部を後方に押しやり、その反作用で耳の前部にあ
る突起部を前方に押しやることができプローブ先端を外
耳道の奥の方向に向けることができる。
【００２９】また、本実施例の隆起部を持ったプローブ
を隆起部の形状や大きさが異なる２種類以上のプローブ
を交換可能にすることにより、特に、個人ごとに最も適
したプローブを選択できこととなり外耳道をまっすぐに
して、より正確にプローブを外耳道の奥に向けることが
できる。
【００３０】また、本実施例の隆起部を持ったプローブ
を右耳用と左耳用とで隆起部の位置が異なる２つ以上の
プローブを交換可能にすることにより、特に、左利きの
人でも右利きの人と同じように外耳道をまっすぐにし
て、正確にプローブを外耳道の奥に向け正確な体温を計
測することができる。
【００３１】（実施例２）図４は、本発明の実施例２の
耳式体温計のプローブの構造図である。図４（ａ）は初
期状態であり、１２はプローブであり、１３は内部が空
気室になっているゴム製の隆起部であり、空気を注入す
ることにより図４（ｂ）のように弾力性のある隆起をつ
くることができる。図４（ｃ）はプローブ１２を先端部
の方向から眺めた外形図である。
【００３２】図５は本発明の実施例２の耳式体温計の構
成図である。１４は電動ポンプでありパイプ１５を通じ
て空気をプローブ１２の隆起部１３に送るものである。
１６は弁であり空気注入時には閉じられる。この電動ポ
ンプ１４は体温計測の直前に弁１６を閉じながら駆動さ
れることで隆起部１３に空気が注入され膨らむ。計測が
終わると弁１６が開き隆起部１３にためられた空気が抜
け、隆起部１３はもとの形状に戻る。
【００３３】従って、使用者が体温を測定する場合は、
隆起部１３はまだ膨らんでいないためプローブ１２を外
耳道に挿入しやすく、計測を始めるとはじめて、弁１６
が閉じてポンプ１４が駆動され隆起部１３に空気が注入
される。
【００３４】このため使用者が本発明の体温計で体温を
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計測しようとすると、プローブ１２の隆起部１３が膨ら
みだし自ずと図３の耳介内部９を後方に押しやってしま
う。
【００３５】しかしながら、プローブ１２の隆起部１３
が図３の耳介内部９を後方に押しやろうとする反作用の
力で図３の突起部１０はプローブ１２の中央部で前方に
押される。このためプローブ１２の先端は前方を向かず
に外耳道の奥の方向を向くことができる。
【００３６】以上のように、本実施例においてはプロー
ブの中央部より根本部分にゴム製袋状の隆起部を設ける
ことにより、耳に体温計のプローブを挿入するときは膨
らみがないためプローブを挿入しやすく、測定を始める
と隆起部が膨らみだして耳介内部を後方に押しやり、そ
の反作用で耳の前部にある突起部を前方に押しやること
ができプローブ先端を外耳道の奥の方向に向け正確な体
温を計測することがができる。
【００３７】また、本実施例の隆起部に注入する空気圧
を一定圧力に維持するための圧力検知部をさらに追加す
ることにより使用者の耳に無理な押圧力をかけることな
く弾力性のある隆起部で耳介を後方に押しやり外耳道を
まっすぐにできる。
【００３８】また、本実施例の隆起部を右耳用と左耳用
とでプローブ中央部より根本部分に膨らむ部分を２カ所
設ければ隆起部の変形方向を変えることができ、一つの
プローブで右利きの人でも左利きの人でも使うことがで
きる。
【００３９】また、本実施例の隆起部を右耳用と左耳用
とでプローブ中央部より根本部分に膨らむ部分を２カ所
設け、さらに右耳か左耳かを設定する設定部を本体に備
えてこの設定部の出力により膨らませる隆起部を選択す
れば、一つのプローブで容易に右利きの人用と左利きの
人用とを切り替えることができる。
【００４０】
【発明の効果】以上のように、請求項１～３に記載の発
明によれば、プローブの中央部より根本部分に隆起部を
設けることにより、耳介内部を後方に押しやり、その反
作用で耳の前部にある突起部を前方に押しやることがで
き、この結果外耳道をまっすぐにのばすことができ、体
温計を持っている反対の手で耳を引っ張る必要がなく片
手でプローブ先端を外耳道の奥の方向に向けることがで
きる。
【００４１】また、請求項４～７に記載の発明によれ
ば、プローブの中央部より根本部分にゴム製袋状の隆起
部を設け測定直前に空気を入れて膨らませるため、耳に
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体温計のプローブを挿入するときは膨らみがないためプ
ローブを挿入しやすく、測定を始めると隆起部が膨らみ
だして耳介内部を後方に押しやり、その反作用で耳の前
部にある突起部を前方に押しやることができプローブ先
端を外耳道の奥の方向に向け正確な体温を計測すること
がができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における耳式体温計の構成を
示す斜視図
【図２】（ａ）同耳式体温計のプローブの構造を示す横
断面図（ｂ）同耳式体温計のプローブの構造を示す縦断
面図
【図３】同耳式体温計のプローブを耳に挿入した状態を
示す断面図
【図４】（ａ）本発明の実施例２における耳式体温計の
プローブの初期状態を示す側面図
（ｂ）同プローブの空気を注入したときの状態を示す側
面図
（ｃ）同プローブの先端部の方向から眺めた上面図
【図５】同耳式体温計の構成図
【図６】従来の耳式体温計の構成図
【図７】（ａ）耳介および外耳道の外観図
（ｂ）（ａ）のＣ－Ｃ’線断面図
【図８】従来の耳式体温計のプローブを耳に挿入した状
態を示す断面図
【符号の説明】
２、１２、８１  プローブ
３、１３  隆起部
４  表示部
５  開口部
６  根本部
７  耳介後部
８  外耳道
９  耳介内部
１０  突起部
１１  外耳道開口部
１４  電動ポンプ
１５  パイプ
１６  弁
２２、３２  赤外線センサ
２３、３３  集光部
２４、３４  信号処理手段
２５、３５  表示部
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摘要(译)

解决的问题：因为几乎没有人可以从耳廓侧直接看到耳膜，所以几乎没
有人从耳道的背面接收红外线，因为耳道的形状在很大程度上呈S形弯
曲。 解决方案：主体1，具有用于检测红外线的红外传感器22，用于通
过来自红外传感器22的信号来测量体温的信号处理装置24，用于显示体
温的显示部分4以及设置在主体1中的耳朵。 它具有用于将人体发射的红
外线引导至红外传感器的探头2，并且探头2设有脊部3，以便可以将耳廓
向后推并拉直耳道的弯曲。 因此，结果，探头2的尖端面对鼓膜，并且
可以仅用一只手准确地测量体温。
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